
特 集 ７月10日は、参議院議員通常選挙の投票日です！

平成27年度振興公社決算報告

今月の表紙 津別小学校大運動会～息の合った創作ダンスを披露しました～

まちの話題 第11回 クリンソウまつり開催 多彩な催しに多くの人が訪れました

温故知新

自治会活動に尽力

旭町 片桐正博 さん



今
回
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
の
年
齢
が
１８

歳
以
上
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成

年
７

２８

月

日
ま
で
に

歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
る

１１

１８

人
が
対
象
）。

当
日
（
7
月

日
）
投
票
所
に
行
け
な
い
人

10

の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
所
を
開
設
中
で
す
。

期

間

投
票
日
の
前
日
（
7
月
9
日
）
ま
で

時

間

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

３０

場

所

津
別
町
役
場

議
会
議
事
堂
1
階

津
別
町
選
挙
管
理
委
員
会

持
ち
物

入
場
券

長
期
の
出
張
や
旅
行
な
ど
で
、
住
所
が
あ

る
市
町
村
の
投
票
に
行
け
な
い
場
合
、
滞
在

先
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歳

投
票
が
で
き
ま

！

１８

の投票

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

受 付（２回目） 投票用紙交付 候補者名又は 投 票

比例代表選挙（白色）
の投票用紙をもらう

入場券を渡す

投

票

日

７
月

日
（
日
）

１０

投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

（
津
別
町
で
は
閉
鎖
時
刻
を
２
時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
）

投
票
場
所

入
場
券
に
記
載
の
場
所

持

ち

物

入
場
券

期
日
前
投
票
所
の

で
投
票
に

な

入
場
券
は
６
月
中
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
入
場
券
に
は
、
投
票
時
間
の
ほ
か
投
票
場
所
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
届
い
て
い
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

政党名を書く

津別町のご当地キャラ

まる太くん
選
挙
権
年
齢
が

歳
以
上
に
な
っ
た
よ
！

１８
転
入
し
て
３
か
月
経
過
し
て
い
れ
ば
、
津

別
町
で
投
票
が
で
き
ま
す
（
津
別
町
の
入
場

券
が
届
き
ま
す
）。

３
か
月
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
前
に

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
、
前
に
住
ん
で
い

た
と
こ
ろ
に
あ
る
方
は
、
そ
こ
の
市
町
村
で

投
票
を
す
る
か
、
次
の
手
続
き
を
行
い
津
別

町
で
投
票
す
る
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

～
手
続
き
の
流
れ

（
登
録
が
以
前
の
住
所
に
あ
る
場
合
）
～

臼
前
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
連
絡
す
る
。

渦
投
票
用
紙
を
取
り
寄
せ
る
。

嘘
津
別
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
。

※
注
意

期
間
は
投
票
日
の
前
日
（
７
月
９
日
）

ま
で
で
す
。
郵
送
で
や
り
と
り
を
す
る
た
め
、

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
手

続
き
願
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

開
票
は
当
日
（
7
月

日
）
の
午
後

10

８
時
か
ら
、
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
。

参
観
は
自
由
で
す
。

会
場
で
は
参
観
人

名
簿
に
名
前
を
記
入

し
、
静
か
に
参
観
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投

票

の

順

序

７月10日は、参議院議員 通常選挙の投票日です！

区の投票

受 付（１回目） 投票用紙交付 候補者名を書く 投 票

入場券をみせる 選挙区選挙（黄色）
の投票用紙をもらう

入場券は持ったまま！

票
に

明るい選挙キャラクター

選挙のめいすいくん

《問い合わせ先》

入場券は持ったまま！

入

れ
た

町内の各投票所

《第２投票区の皆さまへ》
第２投票区の投票所は、津別町多目的

活動センター（さんさん館）です。

※旧津別保育所ではありません。

入場券をご確認のうえ、お間違いのな

いようお願いいたします。



主 催 津別観光協会／つべつ夏まつり実行委員会

問い合わせ先 津別観光協会 緯７７－３７７１（さんさん館）

ご当地キャラ大集合!!

ま
る
太
く
ん

ぎゅうたろう

ノ
ン
キ
ー
く
ん

主催 愛林のまち 津別町

審査員 審査委員長 佐藤多一津別町長 他審査委員数名

応募受付期限（申込書の提出）

平成28年９月28日（水）必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部（中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

臼作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。も

し くは、木が重要な機能を果たしているもの。

渦作品の縦・横・高さの合計が180唖以内であること。

嘘未発表の作品であること。

唄応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の出品申込書に必要事項を記入し、持参

または郵送してください（FAX・メールも可）。

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募要

項をご覧のうえご確認下さい。

出品料 無料（搬入・搬出に要する経費は出品者の負担）

作品の搬入・搬出場所

場 所 つべつ木材工芸館 緯0152－76－3335

〒092－0225 網走郡津別町字共和127-2

日 時 搬入日時/９月29日（木）～10月５日（水）

午前10時～午後４時（１０月４日を除く）

搬出日時/10月19日（水）～10月31日（月）

午前10時～午後４時（10月25日を除く）

審査会・審査発表 10月７日（金）※入賞者には直接連絡

展示会 場所／つべつ木材工芸館

期間／10月８日（土）～10月17日（月）※１０/11除く

応募・問い合わせ先 津別町役場 産業振興課

林政・再生可能エネルギー推進グループ

（〒092－0292 網走郡津別町字幸町41）

緯0152－76－2151（内線318)

FAX0152－76－2976

Ｅ-mail：sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリント

アウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

大人の部 最優秀賞（１点） 賞金10万円 子どもジュニアの部 最優秀賞（１点）図書カード１万円

優秀賞（２点） 賞金２万円 優秀賞（２点） 図書カード５千円

《審査員特別賞》 大人の部（２点） 賞金１万円 子どもシニアの部 最優秀賞（１点）図書カード１万円

子どもジュニア、シニア共通（４点）図書カード３千円 優秀賞（２点） 図書カード５千円

※大人の部最優秀作品については、賞金をもって買い ※子どもジュニア、シニアの部の最優秀作品は、1年間展示後、

取りとさせていただきますのでご了承願います。 返却いたします。

◎副賞として入賞者全員に、津別の特産品を贈ります。

私たちは森の恵みや大切さを理解していても、生活の中で

はつい忘れがちです。日常の暮らしの中で、使いながら木や

森の良さを身近に感じられるようなものがあれば、もっと自

然と仲良くなれるように思います。

生活の中にある用品が『使って楽しい、飾って楽しい』を

キーワードにした木工クラフトとして生まれてくるよう、ク

ラフト展を実施します。

みなさんからの応募をお待ちしています。

葛２０１５津別ウッドクラフト展
テーマ～北国の暮らしにぬくもりを

添える「木」の用品～
大人の部最優秀作品「イモムシ」

ああったらいいなぁ、こんなあったらいいなぁ、こんなもものの
～思わず触れたく、使いたくなる「木」の用品～

ごみ 「ごみ回 コー ー」 ご く い

〇ＲＥＣつべつ演奏 18：00～18：20

〇津別中学校吹奏楽部演奏 18：30～18：50

〇つべつ夏まつり開会式 19：00～19：10

〇第３３回つべつ千人踊り 19：10～19：40

○SlapStick★TBT 19：45～20：00

〇もちまき大会 20：10～20：20

〇花火大会 20：30～21：00

※花火大会は悪天候の場合3日（20：00～）に順延します。

〇HBCラジオ公開録音 12：00～13：30

島谷ひとみ ライブ

流れ星 爆笑ライブ

浅井未歩 ライブ（旭川出身）

〇琴伝流大正琴 瑠璃の会エスポワール 9：20～09：45

〇つべつ観光物産まつり 9：30～15：30

〇PMAロック・コンサート 9：30～15：00

〇MBAバトントワリング 9：55～10：20

〇第12回つべつ川のぼり大会 11：00～12：00

※10：00受付開始（定員になり次第締切り）

〇特産ビーフまつり（つべつ和牛） 10：30～14：00

〇津別郷土芸能

山鳴太鼓保存会演奏 10：30～11：00

〇管内カラオケ選手権大会 13：40～15：20

〇ご当地キャラとあそぼう！

まる太くんと一緒に近隣市町村のご当地キャラたち

が大集合

島谷ひと島谷ひとみみ 浅井未浅井未歩歩

流れ流れ星星

第第12回つべつ川のぼり大12回つべつ川のぼり大会会
大大人の部優大人の部優勝勝
現現金１万円＋ランプの宿 森つべつ「ペア宿泊券現金１万円＋ランプの宿 森つべつ「ペア宿泊券」」
小小学生・中学生の部もあ小学生・中学生の部もありり

そ
ら
っ
き
ー

《会 場》 津別河岸公園



６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

相
生
振
興
公
社
と

津
別
町
振
興
公
社
の
平
成

年
度
決

（株）

（株）

27

算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
っ
て
事
業
報
告
と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
平
成

年
度
》

振
興
公
社
決
算
報
告

27

問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

◆

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て

28

31

満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月

日
（
水
曜
日
）
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
保
健
福

13

祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
に
印
鑑
と
旧
保
険
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
は
、
更
新
の
日
か
ら
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

年
７
月

日
で
す
。

29

31

◎
役
場
ま
で
更
新
手
続
き
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
水
色
で
す

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
）
も
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ

28

31

て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。
引
き
続
き
交
付

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
減
額
認
定
証
を
保
健
福
祉
課
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

新
た
に
減
額
認
定
証
が
必
要
に
な
る
方
は
、
下
表
の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
を
ご
確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
減
額
認
定
証
の
色
は
黄
緑
色
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

世帯全員が住民税非課税である方区分衛

世帯全員が住民税非課税である方のうち、

次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

〈減額認定証の交付対象…次の区分英または区分衛に該当する方〉

７月１３日
～２９日

《保険証の更新日程（土・日・祝日は除きます）》
収入の部

支出の部

清掃管理事業原価 106,169

グレステンスキ－事業原価 1,441

一般管理費 25,316

特別損失 2,000

支出合計 134,926

税引前当期利益 4,144

法人税充当額 1,546

当期利益 2,598

津別町振興公社損益計算書 単位：千円

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
常
清
掃
業
務
８

施
設
、
特
別
清
掃
業
務

施
設
、
施
設
管
理
業

11

務

施
設
、
公
園
管
理
業
務
６
施
設
、
公
衆
浴

１１
場
管
理
業
務
１
施
設
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
事
業
に
つ
い
て
は
、
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
～

月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休

１０み
期
間
中
の
営
業
と
し
、
特
に
9
月
の
連
休
期

間
中
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
）
は
、
予
想
以
上

の
入
込
数
が
あ
り
、
営
業
日
数

日
で
１
６
８

90

０
人
（
前
年
度
１
２
８
７
人
）
と
昨
年
度
を
大

幅
に
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
し
た
。

津
別

世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
～

２１

月
ま
で
毎
日
利
用
可
能
と
し
、
日
帰
り
利
用

１０者
５
８
７
人
（
前
年
度
５
８
０
人
）、
宿
泊
利
用

者
１
７
３
２
人
（
前
年
度
１
８
０
４
人
）
と
前

年
度
を
若
干
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
累
積

赤
字
を
す
べ
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
年

度
に
お
い
て
も
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
常

勤
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節
職

員
の
職
員
総
数

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

60

行
い
ま
し
た
。

清掃管理事業収入 136,760

グレステンスキ－事業収入 2,101

事業外収入 209

特別利益 0

収入合計 139,070

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
つ
い
て
は
、

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

15

平
成

年
８
月
に
「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録

15

さ
れ
、
来
場
者
数
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成

年
度
を
ピ
ー
ク
に
来
場

22

者
数
・
売
上
と
も
低
迷
し
て
い
る
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
そ
の
脱
却
に
挑
み
、
回
復

27

基
調
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
若
干
の
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
非
常
に

厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

決
算
は
、
税
引
き
前
当
期
利
益
２
７
１
万

８
千
円
、
法
人
税
充
当
額

万
９
千
円
を
差

69

し
引
き
、
当
期
利
益
２
０
１
万
９
千
円
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
１
名
、

役
場
派
遣
臨
時
職
員
１
名
、
パ
ー
ト
職
員
数

名
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
協
力

を
得
な
が
ら
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

収入の部

支出の部

店舗販売事業収入 88,939

公共施設管理事業収入 3,689

事業外収入 2,109

収入合計 94,737

店舗販売事業原価 64,292

公共施設管理事業原価 2,980

一般管理費 23,085

支出合計 90,357

固定資産圧縮損 1,662

税引前当期利益 2,718

法人税等充当額 699

当期利益 2,019

相生振興公社損益計算書 単位：千円

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）



6
月
１
日
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
千
葉
県
船

橋
市
か
ら
立
川
彰
さ
ん
が
着

た
ち
か
わ
あ
き
ら

任
。
６
月

日
に
は
愛
知
県

１５

愛
西
市
か
ら
山
田
佳
世
さ
ん

や
ま
だ

か
よ

が
着
任
し
、
佐
藤
町
長
か
ら

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

両
人
と
も
住
民
企
画
課
に

所
属
し
、
立
川
さ
ん
は
映
像

等
に
よ
る
情
報
発
信
業
務
を
、

山
田
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
納
税

業
務
を
担
当
し
ま
す
。

６
月

日
か
ら

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
上
里
町

18

26

民
の
森
自
然
公
園
（
愛
称
・
ノ
ン
ノ
の
森
）
及
び
ラ

ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
を
会
場
に
『
第

回
ク
リ
ン

11

ソ
ウ
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
は
、

ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

や
町
内
の
音
楽
愛
好
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
日
替
わ
り
で

演
奏
す
る
森
の
音
楽
会
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
、
森

林
ヨ
ガ
体
験
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

可
憐
な
ピ
ン
ク
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
が
新
緑
に
映
え
る

散
策
路
で
は
、
家
族
連
れ
や
観
光
客
が
森
の
癒
し
の

力
を
体
感
。
手
作
り
雑
貨
や
食
べ
物
の
屋
台
が
並
ぶ

森
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
か
れ
、
会
場
は
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

『
第

回
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン

21

サ
ー
ト
』（
主
催

津
別
町
民
芸
術
劇
場
）
が
６
月
19

日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
団
員
が
、

ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
を
指
導
す
る
「
つ
べ
つ
日
本

フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、、
団
員

と
受
講
者
で
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
セ
ミ

ナ
ー
最
終
日
に
成
果
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。

第
１
部
で
は
、
日
本
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
曲「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
」
を
演
奏
。
第
２
部
で
は
、
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ

ミ
ナ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

作
曲
「
交
響
曲
第
５
番
」
を
演
奏
し
、
観
客
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
奏
で
る
美
し
い
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第

回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
開
催

11
多
彩
な
催
し
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た

団
員
と
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
に
よ
る
演
奏

日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

▲クリンソウが咲く散策路

▲出店が並ぶ森のマーケット

▲森の音楽会 「ホラネロ」の演奏

▲森林ヨガ体験

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
立
川
さ
ん
と
山
田
さ
ん
に
辞
令
交
付

※
「

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
方
へ
移
住

し
、
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
す
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

６
月

日
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
恒

15

久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
津
別
町
平
和

の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
に
続
い
て
、
式
典
委
員
長
の

佐
藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、

「
日
本
は
大
戦
か
ら
学
ん
だ
経
験
を

生
か
し
、
世
界
平
和
の
た
め
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
、
紛
争
解
決
を
訴
え
ま

し
た
。
来
賓
の
方
た
ち
に
よ
る
慰
霊

の
辞
の
後
、
参
列
者
全
員
が
平
和
の

碑
に
献
花
を
行
い
、
平
和
と
鎮
魂
の

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

恒
久
平
和
へ
の
誓
い

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

は
じ
め
ま
し
て

４月から「道の駅あいおい」勤務。
群馬県渋川市出身。みんなからは
「まるちゃん」と呼ばれています。

都都丸 雅都丸 雅子子

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
都
丸
雅
子
（
と
ま
る
ま
さ

こ
）
と
申
し
ま
す
。
３

月
末
に
群
馬
県
か
ら
津

別
町
相
生
地
区
に
引
っ

越
し
、
４
月
か
ら
「
道

の
駅
あ
い
お
い
」
で
働

い
て
お
り
ま
す
。

引
っ
越
し
て
き
た
当

初
は
、
ま
だ
雪
が
残
り

白
い
景
色
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
木
々
が
芽
吹
き

新
緑
の
季
節
。
現
在
は

一
面
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
黄

色
と
緑
に
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る

景
色
、
こ
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
７
月
に
は
ど

ん
な
景
色
に
な
っ
て
い

る
か
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。道

の
駅
で
は
、
様
々
な
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
み
な
さ
ん
が
道
の

駅
に
か
け
る
想
い
、
お
豆
腐
・

そ
ば
・
ク
マ
ヤ
キ
と
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
知
り

ま
し
た
。

慣
れ
な
い

業
務
で
ミ
ス
を
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
温

か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
毎
日
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。「
ま
る
ち
ゃ
ん
、

ち

ゃ

ん

と

食

べ

て

る
？

困
っ
た
こ
と

は
な
い
？
」
な
ど
、
初

め
て
の
北
海
道
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

私
を
日
々
気
遣
っ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
少
し
づ

つ
、
津
別
町
の
こ
と
を

知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

津別町における平成27年１月から12月までに締結

（公告）された賃借料における賃借料水準（円／10些当

たり）は、以下のとおりとなっています。

・データ数は、集計に用いた件数です。

・金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。

・『（参考）津別町平均額』は、各区分の集計に用いた全賃借

料データの平均です。

問い合わせ先 農業委員会事務局 緯76－2151

津別町農地賃借料を公表します

データ数最低額最高額平均額地 区

東岡

活汲・岩富・達美

最上

高台・豊永

美都・上里

共和

恩根・栄・双葉

沼沢・本岐・木樋・二又

大昭・布川・相生

（参考）津別町平均額

5,500 5,500 5,500 1

6,600 8,000 4,500 7

2,900 4,500 2,000 5

7,200 8,100 5,000 8

7,000 7,000 7,000 4

6,100 8,500 4,000 5

4,200 6,800 3,000 4

3,500 5,000 2,700 4

4,600 5,500 4,300 4

5,500 42

北海道では、地方税ポータルシステム（エルタッ

クス）を利用し、インターネットによる法人道民税・

法人事業税・地方法人特別税の申告を受け付けてい

ます。

利用できるのは、北海道に申告を行う納税者（税

理士等代理人を含む）で、利用届出の手続きをされ

ている方です。利用開始の方法など、詳細について

はエルタックスホームページをご覧下さい。

http://www.eltax.jp/

問い合わせ先 オホーツク総合振興局税務課課税係

緯0152－41－0613

法人道民税・法人事業税・地方法人
特別税の申告はインターネットで！

「電波のルール」を守りましょう！

アマチュア無線は、もっぱら個人的な無線技

術の興味に基づいて行うための無線です。工事・

除排雪・有害鳥獣駆除などの仕事に関する通信

にアマチュア無線は使えません。

総務省北海道総合通信局では、電波監視を実

施し、適正な電波環境の維持に努めています。電

波に関する困りごとや相談は、下記へお問い合

わせください。

問い合わせ先 北海道総合通信局

緯０１１－７３７－００９９

▲町長から辞令を交付される立川さん（上）

と山田さん（下）



今
年
４
月
か
ら
津
別
町
商
工
会
に

勤
め
て
い
る
、
新
人
職
員
の
山
本
将
也

さ
ん
。
事
務
局
補
助
員
と
し
て
、
会
員

の
経
営
改
善
普
及
事
業
や
福
祉
増
進

事
業
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

旭
川
市
出
身
の
山
本
さ
ん
は
、
旭
川

農
業
高
等
学
校
か
ら
江
別
市
の
酪
農

学
園
大
学
に
進
学
し
、
地
域
環
境
学
を

専
攻
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
旭

川
市
臨
時
職
員
と
し
て
２
年
間
勤
務

し
、
こ
の
春
、
志
望
し
て
い
た
商
工
会

に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
学
で
専
攻
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
振
興
の
知
識
を
活
か
し
て
、
町
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
仕

事
へ
の
意
気
込
み
を
話
す
山
本
さ
ん
。

「
ま
ず
は
、
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
に
溶
け

込
み
た
い
で
す
」。

大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、
今
も
役
場
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
加
入
し
、
週
１
回

の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
映
画
鑑
賞
。
見
た
い
映
画

が
公
開
さ
れ
る
と
、
時
間
を
作
っ
て
北

見
の
映
画
館
に
出
か
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

津
別
町
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
い

山
本

将
也

さ
ん

やまもと まさやさん／平成４年３月生まれ、津別町

商工会勤務

食品成分表の数値が新しくなっています

今年の４月から食品成分表の栄養素の数値が変

更になりました。

細かい数値の変更が多いなか、特に、ひじきの鉄

の数値が見直されました。

ひじきの生産のときに使用する釜が、鉄釜からステンレス釜を使用さ

れていることが多くなり、ひじきの鉄の値が100扱当たり58．2斡扱でな

く6．2斡扱の数値を使ったほうが現実的ということになっています（食

品成分表には鉄釜、ステンレス釜両方の数値が載っています）。

ひじきの鉄は期待できませんが、カルシウム、カリ

ウム、マグネシウム、ビタミンや食物繊維は多く含ま

れていますので、食事に取り入れてみてはいかがで

すか？

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：６月の野菜は「レタス」でした。

今月の野菜は、北海道の生産量が国内で第1位で、特に

種が発芽したスプラウトにはスルフォラファンという成分が多く、

活性酸素の除去や生活習慣病の改善、ガン予防などに効き目があ

るとされています。その野菜とは？

不正改造は犯罪です！
「不正改造車排除運動」実施中

不正改造については、改造を実施する

こと、改造された自動車を走行させるこ

との両方が法律により禁じられており、

これに違反すると整備命令の交付を受け

たり、罰金等の対象となります。

国土交通省では、これら不正改造車を

排除するため、関係省庁、自動車関係団

体等と協力して、「不正改造車を排除する

運動」を全国的に展開しております。

皆様もぜひ、不正改造の防止について

の理解を深めていただき、その排除にご

協力ください。

＜詳しい情報はこちらから＞
www.tenken-seibi.com

■不正改造車を見かけたら、下記まで

情報をお寄せください。

「不正改造車・黒煙１１０番」

北海道運輸局 北見運輸支局

検査・整備担当 緯０１５７－24－７６３３

旭
町
第
３
自
治
会
で
長
く
役
員
を

務
め
、
平
成

年
か
ら

年
ま
で
は

２３

２６

自
治
会
長
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
尽
力
さ
れ
た
片
桐
正
博
さ
ん
。

「

年
あ
ま
り
自
治
会
活
動
に
関
わ

２０ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
春
の

道
路
一
斉
清
掃
の
時
期
に
は
、
多
く

の
住
民
が
自
発
的
に
自
宅
周
辺
の
清

掃
に
取
り
組
み
、
ご
み
収
集
所
も
清

潔
に
保
た
れ
る
な
ど
、
住
民
の
自
治

会
活
動
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
、

地
域
の
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

沼
沢
の
農
家
に
生
ま
れ
た
片
桐
さ

ん
は
、
本
岐
小
学
校
、
本
岐
中
学
校

か
ら
津
別
高
等
学
校
農
業
科
に
進
学

し
ま
す
。
小
学
校
時
代
は
、
片
道
４

娃
ほ
ど
の
通
学
路
を
友
だ
ち
と
道
草

を
食
い
な
が
ら
歩
く
の
が
遊
び
の
ひ

と
つ
で
し
た
。
さ
ら
に
遠
方
か
ら
通

う
同
級
生
な
ど
は
、
材
木
を
運
ぶ
馬

車
に
便
乗
し
て
学
校
に
来
て
い
た
と

い
う
、
厳
し
く
も
の
ど
か
な
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
丸
玉
産
業
に
就
職

し
ま
す
。
昭
和

年
代
当
時
は
合
板

40

の
輸
出
が
盛
ん
で
、
片
桐
さ
ん
は
出

荷
前
の
製
品
検
査
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
輸
出
品
は
主
に
釧
路
港
、
室

蘭
港
か
ら
船
積
み
さ
れ
て
お
り
、
決

め
ら
れ
た
出
航
日
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
作
業
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夫
婦
共
働
き
で
家
庭
を
築
き
、
一

男
一
女
を
育
て
上
げ
た
片
桐
さ
ん
夫

妻
は
、
定
年
退
職
後
の
今
、
２
年
に

１
回
程
度
日
本
各
地
へ
旅
行
に
出
か

け
る
こ
と
が
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
現
在
津
別
町
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
や
大
会
運
営

な
ど
に
携
わ
る
一
方
、
競
技
者
と
し

て
も
各
種
大
会
に
出
場
し
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
普
段
は
午
前
中
に
コ
ー

ス
を
一
回
り
す
る
の
が
日
課
で
、
楽

し
み
な
が
ら
退
職
後
の
体
力
維
持
に

も
役
立
て
て
い
ま
す
。

『
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
銀
行
に
行

け
な
い
』『
い
つ
も
納
付
書
を
な
く
し
て

し
ま
う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
さ
え
済

ま
せ
て
お
け
ば
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
で

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
に
行
か
な
く
て
済
み

ま
す
。

手
続
き
は
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
「
町
の
税
金
の

口
座
振
替
を
し
た
い
」
と
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

現
金
で
納
税
し
た
い
方
は
、
北
見
信
用

金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業
協

同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て
の

郵
便
局
及
び
津
別
町
役
場
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
金
融
機
関
窓
口
が
閉
ま
っ
た
後

で
も
、
津
別
町
役
場
の
窓
口
は
午
後
５
時

分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

１５ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
す
す
め

かたぎり まさひろさん／昭和20年９月、津別町生ま

れ／70歳／旭町在住

さ
ん

片
桐

正
博

自
治
会
活
動
に
尽
力

【459】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

◎
７
月
は
「
固
定
資
産
税
」
「
国
民
健

康
保
険
税
」
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」
第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

◎
納
期
限
は
８
月
１
日
（
月
）
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
届

が
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
所
得
状
況
届
は
、
引

き
続
き
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
、
毎
年
７
月
末
ま
で
に
役
場

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

（
提
出
さ
れ
な
い
時
は
、
年
金
の

支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
障
が
い
の
程
度
を
確
か

め
る
必
要
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

診
断
書
の
用
紙
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
に
病
院
で
受
診
し
、
医
師

の
記
入
を
受
け
て
か
ら
、
役
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場

戸
籍
・
年
金
担
当

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
2
2
・
2
2
3
）

問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所

緯
0
1
5
7
室

室
6
0
0
8

33

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的

で
、
若
者
の
雇
用
状
況
な
ど
優
良

な
中
小
企
業
を
厚
生
労
働
大
臣
が

認
定
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
認
定
企
業
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
ほ
か
、
関

係
助
成
金
を
活
用
す
る
際
に
一
定

額
の
加
算
や
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
が
実
施
す
る
融
資
の
一
部
で
基

準
利
率
よ
り
も
低
い
金
利
で
融
資

を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企

業
の
認
定
基
準
は
満
た
し
て
い
な

い
も
の
の
、
若
者
の
採
用
・
育
成

に
積
極
的
な
企
業
に
は
「
若
者
応

援
宣
言
企
業
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
、
若
者
の
職
場
定
着
が
期
待
で

き
会
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

若
年
者
及
び
新
規
学
卒
者
の
雇

用
を
お
考
え
の
と
き
に
は
「
ユ
ー

ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
ま
た
は
「
若

者
応
援
宣
言
企
業
」
と
な
り
、
積

極
的
に
企
業
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
３
５
５
５

７３
今
年
度
は
「
見
え
ま
す
か
？

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
見
え
な
い
危

険

み
ん
な
で
見
つ
け
る
安
全
管

理
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
１

日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意
識

の
高
揚
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準

監
督
署
安
全
衛
生
課

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６

２３

６
月
中
旬
ま
で
に
平
成

年
度

２８

分
の
納
税
通
知
書（
町
道
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発
送

を
す
べ
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６
税
務
担
当（
内
線
２
２
０
、２
２
１
）

収
納
担
当（
内
線
2
1
8
）

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

知
識
や
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
を

目
的
に
、
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し

た
施
設
見
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日

時

７
月

日（
土
）

30

午
前

時
～
午
後
３
時

10

場

所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１
‐
６
）

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
、
駐
車
場
あ
り

内

容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、パ
ネ
ル
展
示
、気
象
観
測

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明（
随
時
）、

実
験
教
室

そ
の
他

雨
天
で
も
実
施

し
ま
す
が
、
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
当
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台

業
務
・
危
機
管
理
官

緯
０
１
５
２
室

室
６
８
９
１

44

津
別
町
で
は
、
悪
質
商
法
や
振

込
め
詐
欺
な
ど
に
よ
る
消
費
者
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
消
費
生
活

に
関
す
る
出
前
講
座
を
開
き
ま
す
。

ご
希
望
の
場
所
に
講
師
が
出
向

き
、
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
ポ

イ
ン
ト
な
ど
目
的
に
合
わ
せ
て
対

応
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
・
学
校

の
授
業
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

講
師
派
遣
費
用
や
交
通
費
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
講
座
の
テ
ー
マ
例
】

・
悪
質
商
法
と
対
処
法

・
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
関
連
ト
ラ
ブ

ル
対
処
法

・
契
約
の
基
礎
知
識

・
最
近
の
消
費
生
活
相
談
の
状
況

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
仕
組
み
な
ど

【
講

師
】

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談
員

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６
（
内
線
２
５
８
）

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化

『考えて 大切な 自分の未来』
◎万引きは犯罪 万引きをすることはもちろん、万引き

の見張りをする、万引きを命令する、盗んだ物をもらう・

買うことは自分が万引きしていなくても犯罪になります。

◎たばこは非行の入り口 たばこは、ゲートウェイド

ラッグ（入門薬物）と言われています。その結果、覚せ

い剤等の違法薬物や危険ドラッグに手を出してしまうこ

ともありますので、未成年のうちからたばこは絶対に吸

わないようにしましょう。

◎インターネットには危険がいっぱい インターネット

は相手の名前や顔が分からない分、恐ろしい犯罪や罠が

潜んでいます。出会い系サイトやゲームサイト、コミュ

ニティサイトなどを通じて、犯罪被害や性的被害に遭う

人が後を絶ちません。インターネットサイト上で知り

合った相手とは絶対会ってはいけません。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

網走地方気象台ホームページ
http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

「
網
走
地
方
気
象
台
施
設
見

学
会
」
開
催
の
ご
案
内

平
成

年
か
ら
、
７
月

日
は

28

13

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
７
月

日
に
、
小
樽

26

13

で
飲
酒
ひ
き
逃
げ
事
件
が
起
こ

り
、
三
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
相
次
ぐ
死
亡
事
故
の
防

止
の
た
め
に
、
道
民
一
人
ひ
と
り

が
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
、

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
」
と
い
う
規
範
意

識
を
持
ち
、
自
主
的
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。
条
例
に
定
め
ら
れ
た

も
の
の
う
ち
、
道
民
の
責
務
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の

社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

・
飲
酒
運
転
を
し
な
い

・
飲
酒
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る

・
道
の
施
策
に
協
力
す
る

・
飲
酒
運
転
を
し
て
い
る
人
に
対

す
る
制
止
に
努
め
る

・
飲
酒
運
転
を
発
見
し
た
場
合
等

に
警
察
官
へ
の
通
報
に
努
め
る

７
月

日
は

13

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
で
す

住民企画課

住民環境

グループ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

消
費
生
活
出
前
講
座
の

ご
案
内

全全全全全全全全全全全 ーーーーーーーーーーー電
力
小
売
自
由
化
に
関
連
し
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
！

大
手
電
力
会
社
を
名
乗
っ
て
、

「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」
へ
の
切
り

替
え
を
勧
め
ら
れ
た
り
、「
電
気

料
金
が
上
が
る
か
ら
」
と
発
電
設

備
の
勧
誘
を
す
る
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
不

安
だ
。

電
力
の
契
約
は
、
国
が

認
め
た
新
し
い
事
業
者
か

ら
も
選
び
「
電
気
を
買
う
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
悪
質
商
法
の
苦
情

も
増
加
し
て
い
ま
す
。「
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
」
の
切
り
替
え
は
、

自
己
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
力
小
売
自
由
化
に
便
乗
し
た

発
電
設
備
な
ど
の
勧
誘
で
は
、
直

接
関
係
の
な
い
契
約
に
つ
い
て
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
よ
く
検
討
し

ま
し
ょ
う
。
訪
問
販
売
・
電

話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で

す
。
不
審
な
電
話
や
契
約
で

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
そ
う
な
と

き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

QA

問い合わせ先
住民企画課 住民環境グループ
緯76－2151（内線216）

７月11日（月）～20日（水）

○飲酒運転や居眠りなどの観光・レ

ジャー型の交通事故防止

○子供と高齢者の交通事故防止

○自転車・二輪車の交通事故防止

○全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用

運 の

平
成

年
度
全
国
安
全
週
間

２８

が
実
施
さ
れ
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が「
ユ
ー
ス

エ
ー
ル
認
定
企
業
」
を
募
集

障
害
年
金
の
所
得
状
況
届

は
７
月
末
ま
で
にインターネットを利用した定例会

の録画配信を行っています。

定例会の模様は会議終了後、１週

間前後で配信する予定です。

町のホームページにアクセスして

ご覧ください。

＜津別町ホームページ＞

http://www.town.tsubetsu.

hokkaido.jp/

議会インターネット中継をクリック

問い合わせ先

議会事務局

緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

行 日
７月13日（水）

ー
ー



町
内
に
お
い
て
若
年
者
の
正
規

雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
小
規

模
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
者
】

酸
町
内
に
事
業
所
又
は
事
務
所
を
有
す

る
こ
と
。

酸
正
規
雇
用
1
0
0
人
以
下
の
事
業
所

で
あ
る
こ
と
（
本
社
、
支
社
等
全
体
で
）。

酸
雇
用
保
険
法
第
5
条
第
1
項
に
規
定

す
る
適
用
事
業
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

酸
中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る
中
小

企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

酸
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

酸
申
請
年
度
及
び
そ
の
前
年
度
に
お
い

て
、
正
規
雇
用
職
員
を
事
業
者
の
都
合

で
解
雇
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
正
規
雇
用
職
員
の
責
に
よ
る
も

の
を
除
く
。

酸
労
働
基
準
法
等
の
労
働
関
係
法
令
を

遵
守
し
て
い
る
こ
と
。

【
適
用
外
事
業
者
】

酸
専
ら
津
別
町
か
ら
の
委
託
料
、
補
助
金

等
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
業
者

酸
国
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
一
雇

用
者
に
対
す
る
他
の
補
助
金
を
受
け

て
い
る
事
業
者

酸
津
別
町
暴
力
団
排
除
条
例
第
2
号
第

3
項
に
掲
げ
る
事
業
者

【
対
象
若
年
者
】

酸
雇
入
れ
時
に
お
い
て

歳
以
下
の
者

３５

酸
平
成

年
４
月
１
日
以
降
に
正
規
雇

２８

用
さ
れ
た
者
で
、
次
年
度
以
降
も
雇
用

が
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
者

酸
正
規
雇
用
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
に

お
い
て
町
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続

き
町
内
に
住
所
を
有
し
よ
う
と
す
る
者

酸
事
業
主
（
経
営
主
体
）
の
３
親
等
以
内

の
親
族
で
な
い
者

酸
過
去
に
お
い
て
同
一
の
事
業
所
に
正

規
雇
用
で
雇
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
者

【
助
成
金
の
額
等
】

酸
対
象
若
年
者
１
名
に
つ
き
月
額
２
万
円

酸
３
年
限
度
酸
１
事
業
者
あ
た
り
３
名
ま
で

【
手
続
き
等
】

酸
交
付
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
２
か

月
以
内
に
所
定
の
用
紙
で
申
請
す
る

こ
と
（
初
年
度
前
期
は
公
布
の
日
か
ら

２
か
月
以
内
と
し
、
平
成

年
４
月
１

２８

日
か
ら
適
用
し
ま
す
）。

酸
各
年
度
半
期
毎
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
平
成

年
４
月
１
日
～

２８

平
成

年
３
月

日

３２

３１

■
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

起
業
等
振
興
促
進
事
業
及
び
特

産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
と
併
せ

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

７
月

日
（
月
）
午
後
４
時
か
ら

１１

場

所

林
業
研
修
会
館
２
階
集
会
室

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工

観
光
グ
ル
ー
プ
（
２
階
嘘
番
窓
口
）

緯

室
2
1
5
1（
内
2
5
6
・
3
1
5
）
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※
特
に
申
し
込
み
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
（
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
個
別

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に

入
所
、
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
居
住
費
、
食
費
負
担
額
の
減
額
認
定
期

間
が
7
月

日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
8
月

31

1
日
か
ら
の
減
額
認
定
の
更
新
手
続
き
及
び
新
規

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
来
、
自
己
負
担
と
な
る
介
護
保
険

施
設
で
の
居
住
費
と
食
費
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
）
に
つ
い
て
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を

対
象
に
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
す
。

※
減
額
認
定
は
、
申
請
の

あ
っ
た
月
の
初
日
ま
で
し
か

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成

年
８
月
に
本
人
及
び
同
一
世
帯
の
前
年

２７

所
得
に
加
え
、
配
偶
者
所
得
と
預
貯
金
等
に
つ
い

て
勘
案
し
、
添
付
書
類
と
し
て
預
貯
金
通
帳
等
の

写
し
が
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
８
月
か
ら

は
こ
れ
に
加
え
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
と
年
金

所
得
以
外
の
合
計
所
得
金
額
に
臼
「
非
課
税
年
金

（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
）
収
入
」、
渦
「
長
期
譲

渡
所
得
及
び
短
期
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
の
控

除
」
も
勘
案
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
申
請
時
に
自
己
申
告
し
て
い
た

だ
き
、
町
の
シ
ス
テ
ム
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
正
受
給
し
た
際
は
、
加
算

金
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
対
象
者
の
方

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
負
担
割
合
を

記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に

サ
ー
ビ
ス
料
の
１
割
を
負
担
い
た
だ
い
て
ま
し
た

が
、
平
成

年
８
月
よ
り

歳
以
上
の
方
の
う
ち
、

２７

６５

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
に
は
サ
ー
ビ
ス
料
の

２
割
を
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
お
送
り
し
て
い
る
負
担
割
合
証
の
利
用
適

用
期
間
が
７
月

日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
８
月

３１

１
日
か
ら
の
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
際
に
今
回
お
送
り
す
る

介
護
保
険
負
担
割
合
証
と
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
一
緒
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
に
つ
い

て
は
８
月
以
降
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
保
険
担
当
閏
番
窓
口

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
0
）
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５月９日から５月２０日にかけて津別町内の

一部地域、計７６９戸を訪問し、住宅用火災警報

器の設置調査を実施しました。

その結果、設置済みの住宅が

88.4％、さらに取り付け場所、

必要個数など適切に設置して

いた住宅が80.4％でした。ご

協力ありがとうございました。

住宅用火災警報器の普及に

より逃げ遅れによる死亡者数

が減少しています。まだ未設

置のご家庭には、住宅用火災

警報器の設置をお願いします。

消防で住宅用火災警報器や消火

器を販売することはありません。

悪徳業者には十分注意して下さい。

《
介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
及
び

食
費
の
減
額
申
請
》

問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 緯0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話） 問い合わせ先 津別消防署 緯７６－２１８９

火災から大切な命を守るために

住宅用火災警報器を設置しましょう

《
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
》

《
平
成

年
８
月
か
ら

２８

負
担
軽
減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す
》

国民年金保険料を納め忘れたまま納期

限より２年を超えると、保険料を納める

ことができませんでしたが、平成３０年９

月３０日までの間に限り、国民年金保険料

を納めることができる期間が５年に延長

となり、時効で納付できなかった期間の

保険料を納付することが可能な「後納制

度」を利用することができます。

将来の年金額を増やすことや、納付し

た期間が不足したことにより、年金の受

給ができなかった方が年金受給資格を得

られる場合があります。

※６０歳以上で、老齢基礎年金を受給して

いる方や、６５歳以上で老齢基礎年金の受

給資格をお持ちの方は、後納制度を利用

できません。

後納保険料を納付するためには、事前

に北見年金事務所に申し込みいただき、

審査を行う必要があります。

≪問い合わせ先≫

国民年金保険料専用ダイヤル

緯０５７０―０１１―０５０

北見年金事務所

緯０１５７―２５―９６３５

国民年金保険料の後納制度について

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

一般社団法人日本消費者協会では、消費生活に関する正しい知

識を深めることを目的に、年に１回１１月上旬に自身の消費者レベ

ルを確認できる「消費者力検定」を行っています。基礎コースと応

用コースがあり、得点によって１級から５級に認定されます。

食の安全問題や悪質商法など様々な消費者トラブルが増えてい

ます。衣食住等の身近なくらしの基礎知識を学び、トラブルに巻

き込まれないくらし上手になるため、「消費者力検定」を受験し消

費者力を高め、快適な暮らしを身につけませんか。

「消費者力検定」に向けて、消費者力検定公式参考書が発行され

ています。参考書ご希望の方、受験のお問い合わせは下記までご

連絡ください。

【公式参考書】

「消費者力をつける－やさしく学べる消費生活―」

定価２,160円（税込み）

「消費者力検定ワークブック２０１６」

定価７５６円（税込み）

問い合わせ先 商工観光グループ 緯７６－２１５１（内線２５８）

消費者力を身につけよう！


